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x-config Configure To Order (CTO) - (クラスター・サポート・オフ)

 このトレーニング・モジュールでは、Flex System や BladeCenter の Configure to Order (CTO) 汎用ソリューション
を構築し、さまざまな出力フォーマットを生成する方法について説明します。

 このモジュールでは、x-config の Intelligent Cluster (クラスター・サポート・オン) 機能については取り上げません。

 以下のスクリーン・ショットでは、サーバーやオプションに A、B、C、D の指定子が付いています。サプライ・チェーンや、
その後の保守性、お客様の満足度レベルの向上に向けた継続的な取り組みの一環として、Lenovo は、すべての
製品についてより正確なリード・タイムの予測を可能にし、最も人気の高い製品について出荷の迅速化を可能にする
「Lenovo HVSC - ABCD Classification」と呼ばれるパーツ分類モデルへと移行しました。以下のように「A」から「D」
までの指定子により、構成済みソリューションの出荷がいつ開始されるのかが示されます。構成の出荷開始は、出荷
までに最も長い時間を要するコンポーネント機能の出荷開始に合わせて調整されます。 構成の出荷開始を評価
する際、出荷開始がわかる機能のみが考慮されます。

 「A」 – すぐに出荷開始; オーダーから出荷まで最大 7 営業日

 「B」 –標準の出荷開始; オーダーから出荷まで最大 12 営業日

 「C」 –特別オーダー; オーダーから出荷まで最大 15 営業日

 「D」 – さらに長期のリード・タイム/入手困難

 「 」(空白、コードなし) - 出荷開始の情報は提供されません

 2014 年 10 月、x-config に PureFlex System ソリューションが追加されました。

 事前構成されたモデルを使用して Build to Order (BTO) ソリューションを実行する必要がある場合は、SSCT を
参照してください。

x-config General Purpose

http://www-947.ibm.com/support/entry/portal/docdisplay?brand=5000008&lndocid=MIGR-62168
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 これは、「クラスター・サポート・オン」を選択した状態のスターター画面です。ご覧のように、さらに
多くのオプションを備えており、iDataPlex、Intelligent Cluster、その他の複雑な統合ソリュー
ションの構成が行えます。(このトレーニング・モジュールでは、フォーカスしません)

x-config – 「Intelligent Cluster」(クラスター・サポート・オン) を選択した
状態のスターター画面 – このトレーニングでは、フォーカスしません

x-config General Purpose
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x-config – 「汎用」
(クラスター・サポート・オフ) を選択した状態のスターター画面

 これは、スターター画面です。ここで、構成タイプを選択できます (「汎用」または「PureFlex
System」がクラスター・サポート・オフのオプション)。その後、「新規構成」を作成するか、「構成
を開く」を選択します (.CSE ファイルを使用)。これは、System x と Flex CTO モードです。
 これは、「クラスター・サポート・オフ」を選択した状態の表示です。
 このトレーニング・モジュールでは、「クラスター・サポート・オフ」のみを対象とします。

x-config General Purpose
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 スターター画面で「新規構成」を選択した後、自分の国をここで選択します。「これをデフォルトの
国選択にする」にチェック・マークを付けることもできます。したがって x-config では、常にアメリカ
合衆国または選択した国がデフォルト設定になります。

x-config – 「新規構成」の「国選択」

x-config General Purpose
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 次に、ラック・ソリューションが必要であるか、独立型の製品の構成のみを行うのかを選択
します。「これをデフォルトのラック選択にする」にチェック・マークを付けることもできます。
したがって x-config では、常に「ラック不要」がデフォルト設定になります。

x-config – 「新規構成」の「ラック選択」

x-config General Purpose
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 次は「選択の見直し」です。前の画面で「ラック不要」を選択しました。「ラック不要」を選択
すると、「完了」をクリックした後に「アイテム追加」ウィザードが自動で開始されます。

x-config – 「新規構成」の「選択の見直し」

x-config General Purpose
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 これは、「アイテム追加ウィザード」画面です。ここでは、「Lenovo で組み立てを行う本体製品
とそのオプション・パーツ製品」(CTO パス) を選択します。2013 年 3 月以前の x-config は、
SSCT と同様の GAV (Generally Announced Variants) モデルの構築をサポートしていま
したが、現在、この機能は削除されています。「続行」をクリックします。

x-config – 「アイテム・タイプの選択」

x-config General Purpose
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 これは、「製品カテゴリー選択」画面です。ここでは「Flex System node」を選択しますが、
「Blade server」、「BladeCenter」、「BladeCenter Tele」、「Flex System chassis」、
「Server」、「Tower server」、「NeXtScale chassis」、「NeXtScale node」、「iDataPlex
chassis」を選択することもできます。選択してから「完了」をクリックします。

x-config – 「製品カテゴリー選択」

x-config General Purpose
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 これは、「新規構成」の Flex System ノード製品のスクリーン・ショットです。ここで、「基本
アイテム」ドロップダウンから「8737, Flex System node x240 Base Model」を選択しました。
FSM や Flex System V7000 を構成することもできます。選択を行うと、構成ウィザードに
より、さまざまな属性が画面に表示され、x240 をさらに構成することができます。

x-config – 「新規構成」の「基本アイテムを選択する」

x-config General Purpose
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 この構成画面では、「基本アイテム」や「モデル」を変更したり、「アイテム・ラベル」を入力したりできます。画面中央に
あるタブを使用して、x240 AC1 のオプションをここで構成できます。構成にオプションを追加すると、画面上部に
表示されている価格が更新されます。ここでは、保証のアップグレードを選択しました。また、オプションの ABCD
コードも表示されます。今回の場合、選択したプロセッサーはコード A (すぐに出荷開始) です。「モデル」ドロップ
ダウンで 8737 MC1 モデルを選択することもできます。MC1 モデルは、Microsoft OS を必要とするソリューションで
使用されます。「新規構成」画面でタブ間を移動していきます。

x-config – 「新規構成」の「標準の機能およびサービス」タブ

x-config General Purpose
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 「標準の機能およびサービス」タブで、ドロップダウン・ボックスからメモリーを「FC 8923 8GB LP 
RDIMM」に変更し、数量 12 を選択しました。また、選択内容に合わせて「構成価格」が変更
されていることにも注目してください。

x-config – 「新規構成」の「標準の機能およびサービス」タブ

x-config General Purpose
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 「ストレージ・オプション」タブで、「FC 5977 No IBM-configured RAID required」を
選択しました。「FC 2212 Custom RAID Configuration」などの他の選択を行うことも
できます。その後、HDD を選択しました。

x-config – 「新規構成」の「ストレージ・オプション」タブ

x-config General Purpose
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 「拡張オプション」タブでは、「拡張ユニット」で「IBM Flex System PCIe Expansion Node」を選択し
ましたが、「IBM Flex System Storage Expansion Node」を選択することもできます。また、「FC 
A3DZ IBM 2.4TB High IOPS MLC Duo Adapter」と「FC A3DY IBM 1.2TB High IOPS MLC 
Mono Adapter」を追加しました。さらにスクロールダウンすると、「VAO サービス」の選択項目がいくつか
表示されます。また、国選択で US を選択した場合の「システムの文書化」は「US 英語」のみとなりま
すが、国選択に応じて他の選択が可能になります。

x-config – 「新規構成」の「拡張オプション」タブ

x-config General Purpose
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 「ソフトウェア」タブで、「IBM Cloud Manager w/OpenStack for x86 v4x w/1 Yr S&S」と
「RHEL Operating system」を選択しました。Flex System 互換ソフトウェアでは、他の多くの
オプションが選択可能です。

x-config – 「新規構成」の「ソフトウェア」タブ

x-config General Purpose
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 「元の選択と現在選択されている製品」タブでは、構成中にオプションとして選択した内容を確認
できます。保存して再度開き、構成の変更を行うまでは「変更」は何も表示されません。必要な
オプション/製品の構成の選択をすべて終えたら、「保存」をクリックしてウィザードを終了します。

x-config – 「新規構成」の「元の選択と現在選択されている製品」タブ

x-config General Purpose
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 「保存」をクリックすると、エラーが含まれているために戻って修正する必要があることを示すポップ
アップが表示されるか、「変更を保存して閉じますか?」と尋ねるポップアップ・ボックスが表示され
ます。「はい」をクリックします。

x-config – 「新規構成」の「保存」

x-config General Purpose
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 前の画面で「はい」をクリックすると、この製品構成の数量の「入力」を求めるポップアップ・
ボックスが表示されます。ここでは、デフォルトの 1 から 3 に変更し、「OK」をクリックしました。

x-config – 「新規構成」の「数量を入力する」

x-config General Purpose
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 構成ウィザードを終了すると、メイン構成画面に戻ります。ここでは、「表示価格合計」を確認
できます。「表示価格合計」は、単一のブレード価格である「~74,279 USD」の 3 倍になって
います。また、「ここで追加されるオプション・パーツや組立製品はラックとは別にオーダーされ、
ラックに組み込まれない状態で個々に出荷されます」という説明メッセージが表示されています。
ここでは、構成の「保存」や「エクスポート」、または他のアイテムの追加、ならびにその他の
メニュー選択を行うことができます。

x-config – 「新規構成」のメイン構成画面

x-config General Purpose
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 メイン構成ウィザードで「エクスポート」を選択しました。「エクスポート構成ウィザード」の
「フォーマット選択」のポップアップが表示され、この構成パスが「Lenovo で組み立てを行う」
(CTO) になることを警告します。「続行」をクリックします。

x-config – 「エクスポート構成ウィザード」の「フォーマット選択」

x-config General Purpose
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 メイン構成ウィザードで「エクスポート」を選択しました。「エクスポート・ウィザード」の「出力ファイ
ル選択」のポップアップが表示されます。国が US の場合、デフォルトで「TMF/SEO -
CFReport/Excel フォーマット」と「SOVA を使用して妥当性検査する」のチェック・ボックスが
表示されます。デフォルトでは、「SOVA を使用して妥当性検査する」にチェック・マークが付け
られます。SOVA (Single Order Validation Application) は、構成が製造可能であることと、
構成にエラーが一切含まれていないことを検証する Web ベースのツールです。
「続行」をクリックします。

x-config – 「エクスポート・ウィザード」の「出力ファイル選択」

x-config General Purpose
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 前の画面で「続行」をクリックしました。次に「ディレクトリー選択」を選択します。デフォルトでは
「C:\Users\xxxxx」にファイルが置かれます。xxxxx はユーザー名です。設定ユーティリティーで、
これを任意の他のディレクトリーに変更できます。ここでは、デスクトップにエクスポートされるよう
に設定しました。「続行」をクリックします。

x-config – 「エクスポート・ウィザード」の「ディレクトリー選択」

x-config General Purpose
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 前の画面で「続行」をクリックしました。次は「ファイル名入力」画面です。x-config のデフォルト
では、ファイル名として日時が入力されます。ファイル名を「x-config for 
Training_09January2015」に変更しました。次に「続行」をクリックしました。

x-config – 「エクスポート・ウィザード」の「ファイル名入力」

x-config General Purpose
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 前の画面で「続行」をクリックしました。次は「選択の見直し」画面です。
「完了」をクリックします。

x-config – 「エクスポート・ウィザード」の「選択の見直し」

x-config General Purpose
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 前の画面で「完了」をクリックしました。次に、選択したディレクトリーに XLS ファイルが
正常に作成されたことを通知するポップアップ画面が表示されます。「OK」をクリックします。

x-config – 「エクスポート・ウィザード」の「選択の見直し」

x-config General Purpose
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 前の画面で「完了」をクリックしました。次に、選択したディレクトリーに CFReport ファイルが
正常に作成されたことを通知するポップアップ画面が表示されます。「OK」をクリックします。

x-config – 「エクスポート・ウィザード」の「選択の見直し」

x-config General Purpose
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 前の画面で「完了」をクリックしました。次に、SOVA妥当性検査の正常終了または失敗を
通知する 2 つのポップアップ画面が表示されるはずです。リンクをクリックすると結果を表示でき
ますが、レポートを表示するには、インターネットへの接続が必要となります。もう一方のポップ
アップ画面は、エクスポートが正常終了していることを再確認するものです。「ファイル・ブラウ
ザーでフォルダーを開く」リンクをクリックすると、ファイルを表示できます。このポップアップを今後
表示しないようにするには、「このダイアログを再び表示しない」ボックスにチェック・マークを付け
ます。両方のポップアップ画面で「OK」をクリックします。

x-config – 「エクスポート構成ウィザード」の「選択の見直し」

x-config General Purpose
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 前のポップアップで「OK」をクリックすると、メイン構成画面に戻ります。ここでは、必要に
応じて、今後の変更に備え、構成の「保存」をクリックする必要があります。x-config の
デフォルトのインポート・フォーマットは「.CSE」です。

x-config – メイン構成画面の「保存」

x-config General Purpose
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 前の画面で「保存」をクリックすると、「構成の保存」のポップアップ・ボックスが表示されます。
ここで、デフォルトのディレクトリーを選択したり、.CSE ファイルを別のディレクトリーに置いたり
することができます。.CSE ファイルの「ファイル名」を作成する必要があります。
その後「構成ファイルを保存」をクリックします。

x-config – メイン構成画面の「構成の保存」

x-config General Purpose
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 「構成ファイルを保存」をクリックすると、「正常終了」およびファイルが保存されたディレクト
リーを通知する別のポップアップ・ボックスが表示されます。「エクスポート」と同様、「ファイル・
ブラウザーでフォルダーを開く」ことができます。ボックスにチェック・マークを付けて、このダイアロ
グを今後表示しないように選択することもできます。「OK」をクリックします。

x-config – メイン構成画面の「正常終了」

x-config General Purpose
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 「OK」をクリックすると、メイン構成画面に戻ります。完了したら、「ファイル」ドロップダウン・メニュー
から「終了」をクリックできます。

x-config – メイン構成画面の「終了」

x-config General Purpose
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 これは、フィーチャー・コード (FC) の XLS 出力ファイルの「リファレンス」タブの表示です。
フィーチャー・コード (FC) は、Lenovo が製品やソリューションのフルフィルメントを行う目的で、
アメリカの System x で使用されます。また、Lenovo のフルフィルメントのために、「エクスポー
ト」の CFR も必要となります。この XLS 出力は、お客様への提案の用途で使用できます。

x-config – フィーチャー・コード (FC) の XLS 出力

x-config General Purpose
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 これは、フィーチャー・コード (FC) の XLS 出力ファイルの「CFR レビュー」タブの表示です。
これは、ソリューションを検証するのに使用できます。

x-config – フィーチャー・コード (FC) の XLS 出力

x-config General Purpose
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 ここで、異なる構成パスを選択できるように x-config を再起動します。ここでは、スターター
画面で「新規構成」を選択しました。前の選択に応じて「選択の見直し」ページに直ちに
スキップします。「戻る」をクリックすると、割り当てられた値を変更できます。「完了」をクリック
すると、構成を完了します。

x-config – 「新規構成」

x-config General Purpose
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 「新規構成ウィザード」で、「ラック選択」画面に戻り、「9308 RC4, 5621 IBM 42U 
Enterprise Rack」を選択しました。「続行」をクリックします。

x-config – 「新規構成ウィザード」の「ラック選択」

x-config General Purpose
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 次に、ラック電源を選択する必要があります。「続行」をクリックします。

x-config – 「新規構成ウィザード」の「ラック電源の選択」

x-config General Purpose
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 「新規構成ウィザード」で「完了」をクリックすると、メイン構成画面に戻ります。ここでは、ラックの
任意の空スロット (番号) 上にカーソルを置くことで、ラックに製品を追加できます。この例では、
「36」の位置を選択しました。

x-config – 「新規構成」のメイン構成画面

x-config General Purpose
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 ここでは、スロット「36」(任意の空きスロット位置で行えます) の正符号を左クリックして製品を
追加します。このモジュールでは、このままカーソルを下方の「BladeCenter」に移動させて、
BladeCenter シャーシを選択してから、「新規 BladeCenter」をクリックします。

x-config – 「新規構成」の「製品選択」

x-config General Purpose
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 このトレーニング・モジュールでは、「基本アイテム」で BCH を選択しました。ここで、タブ間を
移動し、必要に応じて、オプションを構成できます。ここでは、「標準の機能およびサービス」タブで、
保証サポートのアップグレードを選択しました。

x-config – 「新規構成」の「製品構成」

x-config General Purpose
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 前の画面では、「構成可能機能」タブを使用し、「新規ブレード」を選択して、ブレード・シャーシ
へのブレードの「自動取り付け」を選択しました。その後、「基本アイテム」ドロップダウン・メニューで、
「7875 HS23 Base Model」を選択しました。次に、「標準の機能およびサービス」タブで、
シャーシ保証と一致するブレードの保証アップグレードを選択しました。次に、プロセッサーで
「Intel Xeon Processor E5-2670…」に変更しました。必要に応じて、メモリーの追加/変更も
忘れずに行います。

x-config – 「製品構成」の「標準の機能およびサービス」

x-config General Purpose
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 「ストレージ・オプション」タブでは、デフォルトのままにします。

x-config – 「製品構成」の「ストレージ・オプション」

x-config General Purpose
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 この「拡張オプション」画面では、「1593 SAS Connectivity Card (CIOv) for IBM 
BladeCenter」を追加しました。次に「保存」をクリックしました。その後、FC 1593 の出荷開始
に関する警告を通知するポップアップ・ウィンドウが表示されました。FC 1593 は「C」パーツとして
ラベル付けされているため、15 日営業日以内に出荷されます。

x-config – 「製品構成」の「拡張オプション」

x-config General Purpose
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 前の HS23 ブレード構成ウィザードで「保存」をクリックすると、取り付けるブレードの数量を選択
できるようになります。7 を選択してから、「フィル」をクリックしました。これにより、ブレード・ベイの
1 から 7 の位置にブレードが自動で取り付けられます。

x-config – 「製品構成」の「構成可能機能」

x-config General Purpose
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 次に「拡張オプション」タブに移動し、「1495 IBM BladeCenter Layer 2/3 Copper Gb 
Ethernet Switch Module」を追加しました。「拡張オプション」選択の一部については、ここでは
行いません。ここでは「保存」を選択します。構成の残りは、既に取り上げた Flex 製品と同様に
なります。

x-config – 「製品構成」の「拡張オプション」

x-config General Purpose
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 ここで「保存」をクリックし、「アイテムを複製する」のポップアップが表示されました。
ここで「このアイテムのコピーをひとつ作成する」を選択しました。その後「OK」をクリックしました。

x-config – 「製品構成」の「保存」

x-config General Purpose



46

 x-config がラック下部の BladeCenter (BC) シャーシの搭載を自動的に実施したことに注目してください。
BC シャーシ上にカーソルを移動させると、「取り付けられたオプション」と「サービス」を通知する情報が画面の
右上に表示されます。スクロールダウンすると、さらに見ることができます。ここでは、BC シャーシとブレードの
追加で使用したのと同じプロセスに従って他の製品を追加することもできます。または、前の構成と同じ
プロセスに従って、ここで「エクスポート」と「保存」を行うことも可能です。

x-config – メイン構成画面

x-config General Purpose
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 メイン構成ウィザードで「エクスポート」を選択しました。「エクスポート構成ウィザード」の「フォー
マット選択」のポップアップが表示され、この構成パスが「Lenovo で組み立てを行う」になること
を警告します。ここで「続行」をクリックします。

x-config – 「エクスポート構成ウィザード」の「フォーマット選択」

x-config General Purpose
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 これは、フィーチャー・コード (FC) の XLS 出力ファイルの「リファレンス」タブの表示です。現在、
この FC 出力は、Lenovo が製品のフルフィルメントを行う目的で使用されています。また、
Lenovo のフルフィルメントのために、「エクスポート」の CFR も必要となります。この XLS 
出力は、お客様への提案の用途で使用できます。

x-config – フィーチャー・コード (FC) の XLS 出力

x-config General Purpose



49

 これは、XCC XLS 出力ファイルの「CFR レビュー」タブの表示です。これは、ソリューション
を検証するのに使用できます。

x-config – XCC XLS 出力

x-config General Purpose
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頭字語

 CTO - Configure To Order

 GAV - Generally Announced Variant

 SOVA - Single Order Validation Application

 FC - フィーチャー・コード (Feature Code)

 PN - パーツ・ナンバー (Part Number)

 HVEC - High Volume Easily Configured Pipeline

 XCC - XCCelerator Pipeline

 SBB - Sales Building Block
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x-config のリソース

 すべてのユーザー: System x and Cluster Solutions configurator 
(x-config)

 トレーニングの窓口:  wluken@lenovo.com

 エラーの報告と改善の提案: erchelp@ca.ibm.com

 x-configのインストールへのリンク

 https://www.ibm.com/products/hardware/configurat
or/americas/bhui/asit/

https://www.ibm.com/products/hardware/configurator/americas/bhui/asit/index.html
mailto:wluken@lenovo.com
mailto:erchelp@ca.ibm.com
https://www.ibm.com/products/hardware/configurator/americas/bhui/asit/
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ありがとうございました


